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新聞の主役
秋田・渡部　日菜
　「お母さん、大ニュース。私、明日の新聞に載るかもしれない。」
母が仕事から帰って来るのが、こんなにも待ち遠しいと思ったことはありませんでした。それは、学校で行われた盆踊り練習会の日のことでした。私たちの練習の様子を、新聞記者の方が取材にいらっしゃっていました。体育館での盆踊りの練習を終え、教室に戻ろうとした時、新聞記者の方が私にインタビューしてきたのです。突然のことだったので、舞い上がってしまい、何を聞かれて、どんな風に答えたのかよく覚えていませんが、学校からの帰り際、先生から、インタビューの内容が翌日の新聞に載るらしいということを知らされました。母にそのことを伝えると、母も大喜びしてくれました。

　翌朝、いつもよりちょっぴり早起きして、ワクワクしながら新聞を開きました。「盆踊り練習会の記事は、どこかな。」新聞をめくりながら、お目当ての記事を探してみたのですが、なかなか見つけることができません。正直なところ、普段はあまり新聞を読むことがないので、どんな記事がどの辺に載っているのかの見当がつかなかったのです。そんな私の目に入ってくるのは、明るいニュースではなく、悲しくて暗い事件や事故のニュースばかりでした。ようやく盆踊り練習会の記事を見つけ、家族みんなで喜んだのですが、後になって改めて新聞を読み返してみると、わずか数行にまとめられた私のインタビュー記事は、まるで新聞のわき役のように感じられました。そして、私は気付いたのです。新聞やテレビで、犯罪のニュースを見ない日がないということを。そこで、どうして犯罪が起きるのかということを真剣に考えてみようと思いました。
　もし、私が罪を犯したら。お父さんやお母さんは、ものすごく悲しむことでしょう。姉は私のことを「恥ずかしい妹」と感じるに違いありません。友達は私のもとから離れ、先生は失望し、おじいさんやおばあさんは、あまりのショックで死んでしまうかもしれません。小学生の私ですら、簡単に想像できるのですから、実際に罪を犯してしまう人たちだって、そんなことは十分承知のはずです。それなのに、どうして罪を犯してしまうのでしょう。そのとき、はっと気づいたのです。ひょっとしたら、その人たちの周りには、温かい家族や友達がいないのではないかと。

　そういえば以前、友達から借りた本に、「自己評価が低い子は、非行に走ってしまう。」という内容が書かれていました。さらに、その本には、「そういう子は、生きる価値を見失っていたり、自分は大切な存在だという感覚が乏しかったりする」とも書かれていました。確かに、誰かから愛されている人は、自分は大切な存在だと自覚することができると思います。逆に、もしも誰からも認められなければ、自分なんかどうなってもいいと感じてしまうかもしれません。
　私には、私のことを大切に思ってくれる家族がいます。心を開いて語り合える友達がいます。私の成長を見守ってくれる先生がいます。他にも、私の周りには、私のことを認めてくれる人がたくさんいます。時には、あまりにも距離が近すぎて、うっとうしく感じたり、けんかになったりすることもあるけれど、誰かに見放されたと感じたことは、今まで一度もありません。だから私は、決して犯罪には手を染めません。

　もし、本気でこの社会から、犯罪をなくそうと思うのであれば、誰もが今よりもっと周りの人に関心をもつべきだと思います。そして、お互いのいいところを認め合い、それを言葉や態度でしっかりと伝え合えばいいと思います。そうすれば、自分は大切な存在なのだという自覚が高まり、気持ちが自然と犯罪から遠のいて行くと思います。
　残念ながら、今朝の新聞にも事件や事故のニュースがあふれていました。でも、私は、そんな悲しくて、暗い犯罪の記事が新聞の主役だとは思いたくありません。いつの日か、新聞から犯罪の記事が消え、明るくて楽しい記事が新聞の主役を飾る日が来ることを、心から願っています。
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